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議 会傍聴
9月定例会　73人

〔27年度累計　173人〕

一 般 質 問

第398回　9月定例会

・高坂純子　・河島三奈
・久後淳司　・平田真実
・岡嶋正昭　・山中修己
・山本悟朗　・富田和也
・椎屋邦隆　・藤原　章
・河島信行　・竹内　修

たか さか じゅん こ かわ しま み な

く ご じゅん じ ひら た ま み

おか じま まさ あき やま なか おさ み

やま もと ご ろう とみ た かず や

しい や くに たか ふじ わら あきら

かわ しま のぶ ゆき たけ うち おさむ

9月定例会－主な内容－
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こんなことが決まりました

常任委員会審査報告等

一般質問発言者

一般質問の内容について

平成26年度会計決算の認定

行政視察報告

議会の動き

9月定例会－主な内容－

みやま保育園

小野市議会だより小野市議会だより小野市議会だより
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9月
定例会
9月
定例会
9月
定例会
9月
定例会
9月
定例会
9月
定例会

小
野
市
不
法
投
棄
防
止
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
市
内
の
不
法
投
棄
対
策
に
年
間
約
１
０

０
０
万
円
近
い
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
中

で
、
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
止
し
、
不
法

投
棄
へ
の
抑
止
力
と
不
法
投
棄
そ
の
も
の

の
減
少
を
狙
い
と
し
て
新
た
に
条
例
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
。
ま
た
、
不
法
投
棄

防
止
対
策
設
備
（
防
止
柵
、
監
視
カ
メ
ラ
、

照
明
設
備
等
）
設
置
へ
新
た
な
助
成
制
度

を
設
け
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
現
場

を
目
撃
し
た
と
き
の
市
へ
の
情
報
提
供
や
、

そ
れ
に
対
す
る
、
報
奨
金
の
制
度
を
設
け
、

不
法
投
棄
に
対
し
、
地
域
住
民
、
土
地
所

有
者
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
不
法
投
棄
は

絶
対
に
許
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
を
明
確
化

す
る
も
の
。﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

《
条
例
に
お
け
る
主
な
不
法
投
棄
防
止
対
策
》

１
　
不
法
投
棄
防
止
対
策
設
備
設
置
費
の

助
成こ

れ
ま
で
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
土
地
に
お
い
て
土
地
所

有
者
が
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
柵
、

網
、
看
板
、
監
視
カ
メ
ラ
等
を
設
置

す
る
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限

５０
万

円
）
を
助
成
。

２
　
不
法
投
棄
情
報
の
提
供
者
に
対
す
る

報
奨
金
の
支
給

不
法
投
棄
に
関
す
る
情
報
提
供
の

う
ち
、
車
両
ナ
ン
バ
ー
や
名
前
、
人

数
等
、
警
察
が
廃
棄
物
処
理
法
第

１６

条
（
投
棄
禁
止
）
違
反
と
し
て
捜
査

を
行
う
に
際
し
、
行
為
者
の
特
定
に

有
益
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
１

件
あ
た
り
２
万
円
（
廃
棄
物
の
撤
去

に
至
ら
な
い
場
合
は
１
万
円
）
の
報

奨
金
を
支
給
。

小
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
」（
番
号
法
）
の
施
行
に
伴
い
、

個
人
番
号
を
そ
の
内
容
に
含
む
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
番
号
法
の
内
容
と

整
合
性
を
図
る
た
め
に
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
。﹇
平
成

２７
年

１０
月
５
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
交
付
さ
れ
る
「
通

知
カ
ー
ド
」
及
び
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

の
紛
失
等
の
際
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料

を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。[

通
知
カ
ー

ド
は
平
成

２７
年

１０
月
５
日
か
ら
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
は
平
成

２８
年
１
月
１
日
か
ら
施

行]

【
改
正
内
容
】

　
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
・・・・・
５
０
０
円

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
・
８
０
０
円

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
（
県
営
万
勝

寺
脇
本
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
係
る
も
の
）

　
県
営
万
勝
寺
脇
本
地
区
ほ
場
整
備
事
業

の
施
行
に
伴
う
当
該
地
区
の
字
の
変
更
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
２
６
０
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
よ

う
と
す
る
も
の
。

〈
変
更
さ
れ
る
字
〉
 

　
　
　
１
４
５
筆

事
業
規
模
：

３７
・
３

ｈａ

事
業
費
：
５
８
５，
０
０
０
千
円

　
　
　
　
　
　（
国

５０
％
・
県

２７・
５
％
・

　
　
　
　
　
市

１０
％
・
地
元
負
担

１２
・

　
　
　
　
　
５
％
）

事
業
年
度
：
平
成

２２
年
度
〜
平
成

２７
年
度

小
野
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

　
現
行
の
会
議
規
則
は
、
議
員
が
「
事
故
」

の
た
め
、
本
会
議
又
は
委
員
会
に
出
席
で

き
な
い
と
き
は
、
理
由
を
付
け
て
議
長
に

届
け
出
る
と
定
め
て
い
る
が
、
近
年
の
男

女
共
同
参
画
の
状
況
に
鑑
み
、
本
市
議
会

に
お
い
て
も
男
女
共
同
参
画
を
考
慮
し
た

議
会
活
動
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
本

会
議
及
び
委
員
会
の
欠
席
を
認
め
る
理
由

に
「
出
産
」
を
明
記
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

　平
成
２７
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

補
　
正
　
額
　
１
５
３，
５
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
１
９，
４
４
５，
１
０
０
千
円
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一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

住むならおの推進事業経費（地方創生）
　特産品／プロモーション動画、ＵＩターン推進パンフレット作成

住基・地方税等関係システム整備経費
　住民票／印鑑証明／所得証明／課税証明書のコンビニ交付

システム導入

コミュニティバス運行事業経費（地方創生）
　・観光ルート（駅～ゆぴか～浄土寺等）の実証実験
　・Ｈ２８．１月から３月の日曜日にバス２台で実施

ふるさと納税推進経費
　・地元特産品のＰＲ等、ポータルサイトへの登録と寄附者

　への記念品贈呈を開始

地域介護拠点整備事業経費
　認知症高齢者グループホーム等、地域密着型サービス施

設整備助成

シニア世代社会参加推進事業経費（地方創生）
　高齢者の社会参加促進のためのセミナー、ワークショップ開催

育児ファミリーサポートセンター事業経費（地方創生）
　ファミリーサポートセンター利用費用の半額助成（６００円 ⇒３００円）

不法投棄対策経費
　・不法投棄設備設置補助金（５０万円×３か所）
　・不法投棄通報者報奨金（２万円×５件）による増

道路補修経費
　地元要望に伴う補修対応（市道１２２号線外）による増

大池総合公園整備事業
　各種イベントに利用できる常設ステージを市民広場に整備

現年発生災害復旧事業
　７月の台風１１号による公共土木災害の復旧費用
　市道１２２（榊町）、市道１５０７（日吉町）外４か所

人件費補正
　職員の人事異動に伴う人件費等の補正

３，０００

２５，０００

３，３００

４，０００

７４，３９４

１，３５０

１，０００

１，６００

５，０００

２０，０００

１３，０００

△ ６０，３４４

３，０００

４５，６９１

８１，３２６

５，０００

７４，３９４

１，３５０

５，４３８

８，２９２

４５，０００

５０，０００

１３，００３

３，０８２，９４１

総合政策部

情報政策課

総合政策部

観 光 交 流
推 進 課

高齢介護課

エイジ・ルネサンス・
プロジェクト室

子育て支援課

市民安全部

道路河川課

まちづくり課

道路河川課

総 務 課

内　　　　　　　容 補正額 補正後額担当課

(単位：千円）

　今回の補正予算は、地方創生に関連した各事業に係る経費、マイナンバーカードによる住民票
等のコンビニ交付関連経費、大池総合公園常設ステージ整備に係る経費、台風１１号による公共
土木災害復旧費用および職員の人事異動に伴う人件費等を予算措置するものです。
　地方創生関連事業では、プロモーション動画作成などのＵＩターン推進事業、シニア世代の社
会参加推進事業、育児ファミリーサポートセンター利用費助成事業を追加しています。また、ふ
るさと納税「ふるさと小野応援プログラム」リニューアルに伴う経費、地元要望に基づく道路関
連経費を追加しています。

平成２７年度　一般会計９月補正予算概要

平
成
２７
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
６
０，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
６，
８
０
５，
０
０
０
千
円

平
成
２７
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

補
　
正
　
額
　
５
９，
６
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
３，
７
３
２，
６
０
０
千
円

平
成
２７
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
１
０，
２
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　

５
０
１，
２
０
０
千
円

平
成
２７
年
度
小
野
市
都
市
開
発
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

収
益
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
６
５
１，
８
０
０
千
円
　追
加

　
補
正
後
総
額
　
　

６
６
１，
５
０
０
千
円

収
益
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
６
５
１，
８
０
０
千
円
　追
加

　
補
正
後
総
額
　
　

６
６
１，
５
０
０
千
円

資
本
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
４
３，
７
０
０
千
円
　追
加

　
補
正
後
総
額
　
　
　

８
２，
３
０
０
千
円

平
成
２７
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

収
益
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
２
０，
０
０
０
千
円
　追
加

　
補
正
後
総
額
 

１，
２
２
５，
０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
３
０，
０
０
０
千
円
　追
加

　
補
正
後
総
額
　
　

７
４
２，
０
０
０
千
円

補正総額：１５３，５００，０００円
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◎総務文教常任委員会◎
議案第３２号　平成２６年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第３３号　平成２６年度小野市都市開発事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第３６号　平成２７年度小野市一般会計補正予算（第２号）
議案第４０号　平成２７年度小野市都市開発事業会計補正予算（第１号）
議案第４２号　小野市不法投棄防止

条例の制定について
議案第４３号　小野市個人情報保護

条 例 の 一 部を改 正
する条例の制定につ
いて

審査の結果、反対討論はなく、
全会一致で認定・可決すべきと決
まりました。　

◎民生地域常任委員会◎
議案第３２号　平成２６年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第３４号　平成２６年度小野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第３５号　平成２６年度小野市下水道事業会計決算の認定について
議案第３６号　平成２７年度小野市一般会計補正予算（第２号）
議案第３７号　平成２７年度小野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
議案第３８号　平成２７年度小野市介護保険特別会計補正予算（第２号）
議案第３９号　平成２７年度小野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
議案第４１号　平成２７年度小野市水道事業会計補正予算（第１号）
議案第４４号　小野市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
議案第４５号　字の区域の変更につ

いて（県営万勝寺脇
本地区ほ場整備事業
に係るもの）

審査の結果、反対討論はなく、
全会一致で認定・可決すべきと決
まりました。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告
≪各常任委員会に付託された議案≫

常任委員会審査報告

平成27年9月定例会の議決結果（賛否の分かれた案件）を公表します

河
島
信
行

椎
屋
邦
隆

山
本
悟
朗

藤
原
　
章

竹
内
　
修

川
名
善
三

富
田
和
也

河
島
三
奈

加
島
　
淳

久
後
淳
司

平
田
真
実

小
林
千
津
子

　
坂
純
子

前
田
光
教

岡
嶋
正
昭

山
中
修
己

高朞

市民クラブ
（７人）

賛成＝○　　反対＝●

議

決

結

果

件　　　名

会　派　名

議　員　名
（９月２８日現在の所属人数）

可決

改革クラブ
（３人）

公明党
（２人）

無会派
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小野市議会だより

市議会HP内の「ビデオライブラリ」からも、
議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.ono-sigikai.jp/

平成27年

9月定例会
平成27年

9月定例会
平成27年

9月定例会
平成27年

9月定例会

(一般質問は発言した議員が編集しました)

縄遊び大好き（みやま保育園）

　
坂
純
子
議
員

・
イ
ノ
シ
シ
等
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
状
況
と
運
営
に
つ
い
て

河
島
三
奈
議
員

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

久
後
淳
司
議
員

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

・
６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

・
議
案
第

３６
号
　
平
成

２７
年
度
小
野
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

平
田
真
実
議
員

・
地
場
産
業
に
つ
い
て

・
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
に
つ
い
て

岡
嶋
正
昭
議
員

・
議
案
第

４２
号
　
小
野
市
不
法
投
棄
防
止
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

・
小
野
市
役
所
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

・
平
成

２６
年
度
決
算
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

・
河
合
配
水
池
改
修
計
画
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
前
谷
川
の
改
修
に
つ
い
て

・「
住
む
な
ら
や
っ
ぱ
り
お
の
」
小
野
市
の
住
み
や

　
す
さ
に
つ
い
て

富
田
和
也
議
員

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

・
そ
ろ
ば
ん
後
継
者
育
成
事
業
に
つ
い
て

・
北
播
磨
フ
ラ
ワ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

椎
屋
邦
隆
議
員

・
こ
れ
か
ら
の
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て

・
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
議
案
第

４２
号
　
小
野
市
不
法
投
棄
防
止
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

・「
東
条
川
疏
水
」
改
修
計
画
に
つ
い
て

・
戦
没
者
慰
霊
・
平
和
祈
念
の
施
策
に
つ
い
て

河
島
信
行
議
員

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
の
存
続
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て

・
粟
田
橋
の
通
行
止
め
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
小
野
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

高朞



市
民
ク
ラ
ブ

イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
対
策
に

つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

　答
弁
　
平
成

２１
年
度
か
ら
平
成

２６
年
度
ま

で
の
農
作
物
被
害
金
額
は
、
２，
２
８
０

万
円
。
イ
ノ
シ
シ
の
他
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の

被
害
も
発
生
し
て
い
る
。
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
は
県
猟
友
会
小

野
支
部
に
委
託
し
て
い
る
が
、
構
成
員
が

高
齢
化
し
、
人
数
も
減
少
し
て
い
る
。
幅

広
く
狩
猟
免
許
を
取
得
で
き
る
よ
う
な
対

策
は
で
き
な
い
か
。

　答
弁
　
狩
猟
免
許
取
得
の
受
験
料
や
登
録

料
等
を
新
た
な
助
成
項
目
に
加
え
る
こ
と

も
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
地
域
を
挙
げ
て
侵
入
防
止
柵
の
設

置
に
取
り
組
む
農
会
も
あ
る
。
地
域
ぐ
る

み
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　答
弁
　
今
年
度
は
８
地
区
か
ら
侵
入
防
止

柵
の
申
請
が
あ
る
が
、
国
の
予
算
配
分
の

減
少
で
、
申
請
距
離
の
約

４０
％
の
助
成
見

込
み
。
地
域
ぐ
る
み
で
研
修
会
や
講
演
会

を
開
催
し
、
設
置
状
況
や
対
策
方
法
を
学

ぶ
場
を
提
供
す
る
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

　
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
広
域
連
携
な
く
し

て
成
果
な
し
。
警
察
官
や
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
な

ど
で
専
門
的
な
組
織
を
作
り
、
根
本
的
に

駆
除
す
る
こ
と
も
一
案
。
　
　
　（
市
長
）

国
民
健
康
保
険
事
業
の
現
状
と
運

営
に
つ
い
て

　質
問
　
保
険
給
付
費
の
抑
制
に
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
が
有
効
と
考
え
る

が
現
状
は
。

　答
弁
　
平
成

２７
年
６
月
診
療
分
の
利
用
率

は
３７
％
。
国
は
目
標
を
平
成

２９
年
度
ま
で

に
６０
％
と
し
て
い
る
。
先
発
医
薬
品
と
同

じ
有
効
成
分
で
、
効
能
や
安
全
性
が
同
等

と
認
め
ら
れ
て
か
ら
発
売
さ
れ
る
。
医
療

機
関
窓
口
で
使
用
で
き
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
カ
ー
ド
」
を
配
布
す
る
等
、
使

用
促
進
に
努
め
る
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

　質
問
　
現
在
の
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
今

後
の
予
定
に
つ
い
て

　答
弁
　
新
施
設
の
用
地
買
収
、
造
成
工
事

は
完
了
し
た
。
施
設
の
中
核
と
な
る
厨
房

機
器
の
選
定
は
本
年
７
月
に
事
業
者
公
募

を
行
い
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の
選
考

を
経
て
技
術
的
意
見
、
協
力
を
得
ら
れ
る

事
業
者
を
決
定
し
、
実
施
設
計
に
反
映
さ

せ
る
。
新
施
設
で
の
調
理
開
始
は
、
平
成

２９
年
９
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
は
、
全
て
に
対
応
す
る
こ
と
は

不
可
能
な
た
め
、
卵
・
乳
製
品
の
二
種
類

の
除
去
を
す
す
め
る
。
　
　
　（
市
当
局
）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て

　質
問
　
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い
て

　答
弁
　
今
年
６
月
に
医
師
会
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
な
ど
の
各
種
団
体
か
ら
委
員

を
選
出
し
「
小
野
市
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
推
進
体
制

を
整
備
し
た
。
第
１
回
会
議
で
は
今
後
の

連
携
の
在
り
方
と
取
組
の
方
向
性
に
つ
い

て
情
報
共
有
を
図
り
、

１０
月
の
第
２
回
会

議
で
は
、
連
携
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
等
具

体
的
な
体
制
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
予

定
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
認
知
症
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　答
弁
　
認
知
症
の
状
況
に
合
わ
せ
た
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流
れ
を
整
理
し
た

「
認
知
症
ケ
ア
ネ
ッ
ト
」
を
作
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
と

地
域
の
見
守
り
を
強
化
す
る
た
め
、
市
職

員
２
名
が
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
資

格
を
取
得
す
る
な
ど
、
体
制
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。
加
え
て
、
新
た
に
「
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
す
る
ほ

か
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
教
育
の

た
め
に
小
学
生
を
対
象
に
学
習
の
機
会
を

設
け
る
予
定
で
あ
る
。
　
　
　（
市
当
局
）

河
島
三
奈
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

小野市議会だより

高
坂
純
子
　

議
員



久
後
淳
司
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

平
田
真
実
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　質
問
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
成
長
産
業

の
参
入
促
進
に
つ
い
て

　答
弁
　
小
野
市
に
は
米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
の
よ
う
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
集
積

地
域
は
な
い
が
、
市
内
で
は
小
野
工
業
団

地
を
中
心
に
、
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
を

含
む
先
端
技
術
企
業
が
、
活
発
な
企
業
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
本
年
度
よ
り
、
創
業
・
起
業
者
を
生
み

出
す
施
策
と
し
て
、「
創
業
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
し
、
国
か
ら
事
業
計
画
の
認

定
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

市
に
創
業
支
援
相
談
窓
口
を
設
け
た
。
ま

た
、
創
業
支
援
策
と
し
て
、
本
年
７
月
か

ら
８
月
の
４
日
間
、
計
８
講
座
の
創
業
塾

を
開
講
し
、「
経
営
・
財
務
・
販
路
開
拓
・

人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
創
業
に

対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

　質
問
　
加
工
支
援
施
設
と
市
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て

　答
弁
　
農
産
物
の
加
工
に
関
し
て
は
、
１

次
生
産
品
で
あ
る
農
産
物
を
ど
の
よ
う
な

加
工
品
に
仕
上
げ
て
い
く
か
に
よ
っ
て
、

様
々
な
製
造
工
程
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
必

要
な
設
備
や
備
品
も
異
な
る
。
多
様
な
品

目
の
支
援
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の

計
画
に
沿
っ
た
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
加

工
設
備
を
市
が
保
有
し
て
時
間
貸
し
す
る

よ
う
な
形
態
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
困
難
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
市
と
し
て
は
、
加
西
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
兵
庫
み
ら
い
と
連
携
し
、

国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
設
備
投
資

や
商
品
開
発
に
係
る
支
援
や
、
流
通
業
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
開
拓
・
経

営
診
断
等
の
支
援
を
、
今
後
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

地
場
産
業
に
つ
い
て

　質
問
　
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

　答
弁
　
業
界
自
ら
が
後
継
者
育
成
の
戦
略

を
構
築
し
た
上
で
、
地
方
創
生
に
向
け
播

州
刃
物
製
造
職
人
等
の
伝
統
的
工
芸
品
の

後
継
者
育
成
に
係
る
継
続
的
な
支
援
策
を

今
後
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
よ
り
商

品
の
付
加
価
値
を
高
め
る
取
組
を
し
て
は

ど
う
か
。

　答
弁
　
変
化
し
つ
つ
あ
る
産
業
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
だ
が
組
織
と
機
能
を
改
め
て
再
構

築
し
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（

市
長
）

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

　質
問
　
対
象
を
括
ら
ず
様
々
な
世
代
が
参

画
で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
当
局
の
考
え
を
問
う
。

　答
弁
　
地
域
で
主
体
的
に
組
織
さ
れ
た

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
で
の
活
動
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
も
自
主
性
・
主
体

性
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
る
。

若
者
が
参
画
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、

各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
自
ら
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
　（
市
長
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
に
つ
い
て

　質
問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
職
員
採
用
応
募
の

際
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
フ
リ
ー
ス

ポ
ッ
ト
の
今
後
の
展
望
、
小
野
市
電
子
自

治
体
推
進
指
針
の
今
後
の
改
定
に
つ
い
て

　答
弁
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
公
平
性
の
視
点

か
ら
紙
を
残
し
た
形
で
実
施
し
、
職
員
採

用
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
に
よ
る
時
代
の
要

請
を
踏
ま
え
十
分
研
究
す
る
。
利
便
性
だ

け
で
な
く
観
光
地
と
し
て
の
発
信
や
災
害

時
の
避
難
所
で
の
利
用
等
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ

ト
を
将
来
、
有
効
的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
。
市
の
指
針
は
基
本
的
な
内
容
に
変
更

は
な
い
が
、
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
備

え
た
上
で
、
今
後
も
市
民
の
満
足
が
得
ら

れ
る
電
子
自
治
体
を
推
進
す
る
。（

市
当
局
）

小野市議会だより



市
役
所
庁
舎
の
建
替
え
に
つ
い
て

　質
問
　
庁
舎
建
設
の
費
用
に
つ
い
て

　答
弁
　
現
庁
舎
は
、
昭
和

３９
年
に
完
成
し
、

５１
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
台
風
等
の
際
に

は
風
雨
が
入
り
込
む
ほ
か
、
屋
根
や
外
壁

の
劣
化
、
機
械
設
備
の
老
朽
化
、
電
気
設

備
の
容
量
不
足
、
部
材
の
廃
番
に
伴
う
修

理
困
難
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

 

建
設
に
係
る
概
算
事
業
費
は
、
用
地
買

収
や
実
施
設
計
を
含
め
て
、
約

５０
億
円
。

財
源
は
、
公
共
施
設
整
備
基
金
と
地
方
債

の
借
入
を
予
定
し
て
い
る
。
　（
市
当
局
）

　
新
庁
舎
建
設
の
場
所
は
、
公
共
施
設
の

集
積
・
市
民
の
利
便
性
・
将
来
発
展
の
可

能
性
等
に
よ
り
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
が
最
適

地
と
考
え
て
い
る
。

 

今
年

１０
月
１
日
か
ら
新
庁
舎
建
設
準
備

室
を
設
置
し
、
平
成

３２
年
４
月
竣
工
予
定
。

ま
た
、
移
転
に
伴
い
庁
舎
跡
地
も
、
市
街

地
に
お
け
る
再
開
発
が
見
込
ま
れ
、
小
野

市
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
　 

　
　（
市
長
）

　質
問
　
他
の
投
資
事
業
へ
の
影
響
に
つ
い

て　答
弁
　
新
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、
今
後
の

投
資
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
。
新

都
市
中
央
線
や
浄
谷
黒
川
丘
陵
地
の
多
目

的
広
場
等
、
既
に
着
手
し
て
い
る
補
助
事

業
や
給
食
セ
ン
タ
ー
は
継
続
す
る
。

　
な
お
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
や
浄
谷
黒

川
丘
陵
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
延
伸
し
、
事
業
着
手
を
遅

ら
せ
る
予
定
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

不
法
投
棄
防
止
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　質
問
　
不
法
投
棄
の
実
態
に
つ
い
て

　答
弁
　
不
法
投
棄
発
見
処
理
件
数
は
５
年

前
か
ら
若
干
減
少
し
て
い
る
が
横
ば
い
状

況
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
処
理
に
、
年
間
約
１，

５
０
０
万
円
の
経
費
を
使
っ
て
い
る
。
生

活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を

図
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
２７
年
度
制
度
改
正
に
よ
る
変

更
点
に
つ
い
て

　答
弁
　
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
一
律

に
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割
で
は
な
く
、
一
定

以
上
の
所
得
の
あ
る
人
は
２
割
負
担
と
な

っ
た
。
２
つ
目
は
施
設
へ
の
入
所
に
お
い

て
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
対
象
に
食
費
・

居
住
費
等
が
軽
減
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の

内
、
単
身
で
預
貯
金
等
が
１
千
万
円
を
超

え
る
資
産
の
あ
る
人
等
は
対
象
外
と
な
っ

た
。
以
上
の
実
施
は
今
年
８
月
か
ら
。
３

つ
目
は
要
支
援
１
と
２
の
人
の
訪
問
・
通

所
介
護
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な

事
業
へ
移
行
す
る
。
こ
れ
は
平
成

２９
年
４

月
か
ら
で
、
要
支
援
認
定
者
の
実
態
調
査

結
果
を
整
理
し
、
検
討
し
て
い
る
。
今
年

４
月
か
ら
、
特
養
へ
の
入
所
要
件
も
原
則

要
介
護
１
か
ら
３
に
変
更
と
な
っ
て
い
る
。

（
市
当
局
）

河
合
配
水
池
改
修
計
画
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
２５
年
度
か
ら
着
手
す
る
計
画

と
聞
い
て
い
た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　答
弁
　
予
定
ど
お
り
進
め
て
い
た
が
、
今

年
度
３
点
課
題
が
出
た
た
め
、
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
１
〜
２
年
を
目
途

に
検
討
す
る
。
課
題
の
１
点
目
は
劣
化
耐

震
調
査
に
よ
り
、
補
強
工
事
で
耐
震
基
準

が
ク
リ
ア
で
き
、
新
た
な
築
造
は
国
庫
補

助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
。
２
点
目
は
紫

外
線
処
理
施
設
が
、
過
去
に
大
腸
菌
の
発

生
が
一
度
も
な
い
こ
と
か
ら
、
補
助
採
択

が
難
し
い
こ
と
。
３
点
目
は
隣
に
位
置
し

て
い
た
青
野
原
病
院
の
移
転
に
よ
り
、
跡

地
の
開
発
状
況
を
計
画
に
加
味
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
。

　
な
お
、
整
備
順
序
を
変
更
し
、
今
年
度

か
ら
３
年
間
、
２
箇
所
の
送
水
管
の
老
朽

管
敷
設
替
工
事
に
着
手
す
る
。（
市
当
局
）

岡
嶋
正
昭
　

議
員

山
中
修
己
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

小野市議会だより



前
谷
川
の
改
修
に
つ
い
て

　質
問
　
前
谷
川
の
知
子
谷
橋
か
ら
Ｊ
Ｒ
加

古
川
線
の
鉄
橋
ま
で
の
区
間
の
改
修
に
つ

い
て
伺
う
。

　答
弁
　
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

２６
年

か
ら
事
業
着
手
し
て
お
り
、
国
の
交
付
金

採
択
の
時
期
に
も
よ
る
が
、
平
成

３０
年
事

業
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
併
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
上
流
部
に

お
い
て
も
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

（
市
当
局
）

「
住
む
な
ら
や
っ
ぱ
り
お
の
」
小

野
市
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て

　質
問
　
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
市
内
各

地
域
の
人
口
動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
市
内
地
域
別
の
人
口
減
少
の
程
度

は
、
調
整
区
域
に
お
い
て
顕
著
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、「
特
別
指
定
区
域
制
度
」
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
平
成

１８
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
成
果
の
現
れ
て
い
る
地
域

も
あ
る
。
本
年
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
年
度
で
あ
り
、
併
せ
て
当
該

制
度
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
各
自
治

会
か
ら
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
、
ま
た

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
提
案
を
お
待

ち
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
市
民
を
対
象
に
し
た
「
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果
が
先
日
発

表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
下
東
条
・

河
合
・
来
住
地
区
に
お
い
て
「
買
い
物
の

不
便
さ
」
に
不
満
を
感
じ
る
市
民
が
多
い

こ
と
が
わ
か
る
。
今
後
の
市
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　答
弁
　
買
い
物
の
不
便
さ
を
解
決
す
る
方

法
と
し
て
は
、「
ら
ん
ら
ん
バ
ス
」
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
超
高
齢

社
会
に
対
応
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
解
決
を
図
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、
従
来
と
は
違
う
新
た
な
形
態
の

移
動
販
売
の
取
組
に
つ
い
て
も
研
究
し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
・
市
当
局
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

　質
問
　
納
税
者
へ
の
返
礼
品
と
し
て
募
集

し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
の
逸
品
」
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
増
や
す
こ
と
で
、
選
択
肢
も

広
が
り
、
市
内
事
業
所
の
育
成
に
も
繋
が

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　答
弁
　
現
在
申
し
込
み
の
あ
る
品
目
に
つ

い
て
、
ま
ず
全
国
の
皆
様
に
小
野
市
の
特

産
品
と
し
て
知
っ
て
頂
き
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　（
仮
称
）「
小
野
市
民
が
選
ん
だ
厳

選
１
０
０
選
」
を
返
礼
の
品
に
加
え
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
こ
と
で
地
域
産
業
の
活
性
化
と

誇
り
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　答
弁
　
広
聴
制
度
の
一
環
と
し
て
設
け
て

い
る
、
ま
ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
活

用
し
、
市
民
の
方
の
意
見
を
聞
い
て
い
き

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

そ
ろ
ば
ん
後
継
者
育
成
事
業
に
つ

い
て

　質
問
　
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用

し
た
播
州
算
盤
後
継
者
育
成
事
業
が
昨
年

終
了
し
た
が
新
た
な
育
成
支
援
に
つ
い
て

　答
弁
　
地
方
創
生
に
向
け
た
小
野
市
版
総

合
戦
略
策
定
の
議
論
の
中
で
後
継
者
育
成

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。
　（
市
当
局
）

　質
問
　
算
盤
製
造
は
熟
練
を
要
す
る
た
め
、

就
労
者
と
共
に
雇
用
者
に
も
継
続
し
た
助

成
金
の
支
給
が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　答
弁
　
や
る
気
の
あ
る
方
に
は
、
数
年
間

継
続
し
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

（
市
当
局
）

北
播
磨
フ
ラ
ワ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
に
つ
い
て

　質
問
　（
仮
称
）
Ｏ
Ｎ
Ｏ
フ
ラ
ワ
ー
マ
イ

ス
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
設
立
し
、
講
座
や
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
で
老
若
男
女
の

方
々
の
趣
味
や
活
動
の
場
が
広
が
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　答
弁
　
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た
方
々

の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
、
当
該
法
人
等
の

自
立
に
向
け
た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

富
田
和
也
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

山
本
悟
朗
　

議
員

無
　
会
　
派

小野市議会だより



教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て

　質
問
　
砂
塵
が
児
童
に
与
え
る
健
康
被
害

防
止
、
熱
中
症
対
策
、
は
だ
し
の
教
育
等

の
効
果
を
考
え
、
小
学
校
の
屋
外
運
動
場

の
芝
生
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　答
弁
　
芝
生
化
の
利
点
は
想
定
さ
れ
る
が
、

多
額
の
初
期
投
資
や
管
理
、
運
用
面
で
大

き
な
課
題
が
あ
り
、
直
ち
に
実
施
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　質
問
　
教
育
現
場
の
提
案
制
度
に
つ
い
て

　答
弁
　
提
案
制
度
は
、
学
校
業
務
の
改
善

に
役
立
つ
。
校
長
会
や
教
職
員
で
構
成
す

る
委
員
会
で
の
提
言
か
ら
、
お
の
検
定
、

教
室
の
エ
ア
コ
ン
整
備
、
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
な
ど
も
実
現
し
た
。
　（
教
育
長
）

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
へ
の
対
応

に
つ
い
て

　質
問
　
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　答
弁
　
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
、
県
選
管

へ
の
出
前
授
業
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

今
秋
、
文
科
省
か
ら
高
校
生
向
け
の
副
教

材
が
作
成
配
布
さ
れ
る
予
定
。

　（
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
）

　質
問
　
将
来
的
な
取
組
と
し
て
、
諸
外
国

の
ユ
ー
ス
議
会
を
模
範
と
す
る
、
若
者
主

体
の
小
野
若
人
議
会
を
提
案
す
る
。

　答
弁
　
ヤ
ン
グ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ

ー
ラ
ム
や
団
体
別
座
談
会
等
、
市
政
運
営

を
知
り
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
場
が
あ

り
、
若
人
議
会
は
考
え
て
い
な
い
。

（
市
当
局
）

市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に
つ
い
て

　質
問
　
市
職
員
の
日
頃
の
頑
張
り
が
市
政

を
支
え
て
い
る
。
市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
昨
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
や
セ
ル

フ
ケ
ア
用
の
冊
子
も
全
職
員
に
配
布
し
て

い
る
。
当
市
の
長
期
病
休
者
は
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
取
組
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

不
法
投
棄
防
止
条
例
に
つ
い
て

　質
問
　
土
地
所
有
者
は
無
断
で
無
法
に
ゴ

ミ
を
捨
て
ら
れ
る
被
害
者
で
あ
り
、
防
止

策
を
講
じ
る
場
合
は
手
厚
い
助
成
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　答
弁
　
助
成
率
や
上
限
を
高
く
す
る
と
、

設
備
を
設
置
し
や
す
く
な
る
良
い
面
が
あ

る
が
、
本
来
、
土
地
所
有
者
に
は
不
法
投

棄
防
止
に
努
め
る
責
務
が
あ
り
、
半
分
程

度
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。
　（
市
当
局
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　質
問
　
補
正
予
算
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
よ
る
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

関
連
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
情
報
の

利
活
用
は
状
況
を
見
て
慎
重
に
対
応
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　答
弁
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
市
役
所
の
閉
庁

時
間
で
も
利
用
で
き
、
全
国
で
取
得
で
き

る
。
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

い
ち
早
く
実
施
し
た
い
。
　
　（
市
当
局
）

東
条
川
疏
水
改
修
事
業
に
つ
い
て

　質
問
　
農
業
用
水
と
し
て
、
ま
た
小
野
市

民
の
水
道
用
水
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持

つ
東
条
川
疏
水
が
大
規
模
改
修
さ
れ
る
と

聞
い
た
が
、
事
業
計
画
を
尋
ね
る
。

　答
弁
　
本
年
度
か
ら
詳
細
調
査
を
行
い
、

平
成

３１
年
度
着
工
を
目
途
に
、
鴨
川
ダ
ム

や
幹
線
用
水
路
の
改
修
、
ダ
ム
放
流
水
に

よ
る
小
水
力
発
電
、
船
木
池
な
ど
主
要
た

め
池
の
耐
震
補
強
等
を
約
１
０
０
億
円
の

事
業
費
で
行
う
予
定
。
　
　
　（
市
当
局
）

戦
没
者
慰
霊
事
業
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
の
戦
没
者
の
数
と
今
後
の

慰
霊
事
業
の
あ
り
方
を
伺
う
。

　答
弁
　
小
野
市
の
戦
没
者
は
遺
族
会
の
名

簿
に
よ
る
と
１，
２
６
５
人
。
慰
霊
祭
は

７
地
区
の
遺
族
会
が
日
を
統
一
し
、
市
長

が
巡
拝
慰
霊
を
行
っ
て
き
た
が
、
市
長
巡

拝
は
遺
族
会
の
申
出
に
よ
り
今
年
で
終
了

す
る
。
各
地
区
で
適
時
開
催
さ
れ
る
慰
霊

事
業
へ
の
支
援
は
継
続
す
る
。（
市
当
局
）

藤
原
　
　

章
　

議
員

日
本
共
産
党

椎
屋
邦
隆
議
員

無
　
会
　
派

小野市議会だより



竹
内
　
修
　

議
員

公
　
明
　
党

河
島
信
行
議
員

無
　
会
　
派

新
粟
田
橋
の
完
成
に
つ
い
て

　質
問
　
一
日
も
早
い
「
新
粟
田
橋
」
の
完

成
を
地
元
住
民
は
望
ん
で
い
る
。
完
成
時

期
を
伺
う
。

　答
弁
　「
新
粟
田
橋
」
は
平
成

２８
年
７
月

末
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
。
ま
た
、
粟
生

町
側
及
び
住
永
町
側
の
道
路
拡
幅
改
良
工

事
も
８
月
初
旬
に
完
成
予
定
で
、
お
盆
ま

で
に
全
線
開
通
す
べ
く
取
り
組
む
。

（
市
当
局
）

河
合
小
学
校
及
び
河
合
中
学
校
の

統
合
校
舎
の
実
現
に
つ
い
て

　質
問
　
真
の
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
た
め

に
河
合
小
・
中
学
校
の
統
合
校
舎
の
実
現

が
必
要
と
考
え
る
が
、
検
討
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　答
弁
　
今
の
と
こ
ろ
現
状
の
分
離
し
た
形

態
で
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
統
合
校
舎
の
整
備
計
画
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
、
河
合
小
・
中
学
校
が

１
学
年
１
学
級
に
な
っ
た
と
き
に
改
め
て

考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

小
野
南
中
学
校
改
修
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
南
中
学
校
の
改
修
時
期
を
伺

う
。

　答
弁
　
大
規
模
改
修
は
国
の
補
助
採
択
を

得
た
う
え
で
対
応
す
る
。
　
　（
市
当
局
）

神
戸
電
鉄
の
存
続
に
つ
い
て

　質
問
　
神
戸
電
鉄
粟
生
線
の
存
続
は
小
野

市
の
将
来
を
見
据
え
て
必
要
で
あ
る
。

　
特
に
、
高
校
生
や
大
学
生
の
通
学
手
段

と
し
て
、
粟
生
線
は
絶
対
に
必
要
な
公
共

交
通
輸
送
機
関
と
考
え
る
が
、
検
討
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
存
続
が
前
提
で
あ
る
こ
と
は
関
係

者
の
共
通
認
識
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の

で
、
今
後
は
、
自
治
体
の
ト
ッ
プ
が
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
た
経
営
戦
略
を
考
え
る
会
議

が
必
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

平
成
２６
年
修
正
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て

　質
問
　
兵
庫
県
の
防
災
計
画
の
変
更
に
準

じ
て
小
野
市
の
防
災
計
画
も
地
域
が
被
る

被
害
想
定
な
ど
の
変
更
に
よ
り
修
正
が
な

さ
れ
た
。
た
だ
、
計
画
に
は
市
民
の
詳
細

な
行
動
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
市
内
の
被

害
等
の
情
報
を
、
市
民
は
ど
の
よ
う
に
知

れ
ば
い
い
の
か
伺
う
。

　答
弁
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
今
後

３０
年
の
間
に

７０
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と

言
わ
れ
、
ま
た
山
崎
断
層
地
震
も
想
定
す

る
と
、
連
絡
や
情
報
収
集
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
市
で
は
拠
点
避
難
施
設
に
、
優

先
し
て
使
用
可
能
の
特
設
公
衆
電
話
を
設

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
停
電
時
対
応
に
お

い
て
は
移
動
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

も
各
所
に
整
備
し
、
携
帯
電
話
対
策
で
は
、

途
絶
え
た
基
地
局
も
移
動
無
線
車
で
３
〜

４
時
間
で
復
旧
す
る
と
確
認
し
て
い
る
。

他
に
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、
小
野
市
安
全

安
心
メ
ー
ル
等
を
利
用
す
れ
ば
必
要
な
情

報
を
得
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
災
害
時
要
援
護
者
の
情
報
の
共
有

は
ど
う
す
る
の
か
伺
う
。

　答
弁
　
要
援
護
者
の
関
係
す
る
市
民
福
祉

部
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
本
部
や
自

主
防
災
会
、
民
生
委
員
と
情
報
の
共
有
を

図
り
協
力
者
と
安
否
確
認
を
行
う
体
制
を

整
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
災
害
時
の
食
料
の
確
保
に
つ
い
て

　答
弁
　
各
家
庭
で
は
最
低
３
日
間
の
食
料

を
確
保
し
て
ほ
し
い
。
市
は
民
間
業
者
と

応
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
市
保
有
ア

ル
フ
ァ
化
米
６，
０
０
０
食
に
加
え
、
Ｊ

Ａ
兵
庫
み
ら
い
か
ら
保
有
米
が
当
日
届
き
、

県
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会
の
機
材
で
そ
の
日

の
う
ち
に
ご
飯
が
炊
け
る
。
ま
た
、
水
は

市
内
配
水
地
よ
り
自
衛
隊
や
市
の
給
水
車

で
各
避
難
所
に
提
供
す
る
。
　（
市
当
局
）

小野市議会だより
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各会計決算を認定各会計決算を認定平成２６年度平成２６年度

決算研修会

　一般会計、特別会計及び企業会計の決算について、全議員出席による決算研修会を３日間にわたり
開催し、詳細な審査を行ったうえで、９月定例会で認定しました。
　これは、従来９月定例会において、決算特別委員会に審査を付託し、１０月に審査、１２月定例会で決算
の認定をしておりましたが、一方で、決算の概要は市当局から９月には市民のみなさんに公表されて
いることもあり、早期に審査するよう改めています。

総務部、市長公室、総合政策部、教育委員会

地域振興部、消防本部、水道部、会計課、農業委員会、
選挙管理委員会・監査事務局・公平委員会等

市民安全部、市民福祉部

８月２６日（水）１０：００～１６：３０

８月２７日（木）１０：００～１６：３０

８月２８日（金）１０：００～１６：００

開催日時 審査した部局名

議案第３２号　平成２６年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第３３号　平成２６年度小野市都市開発事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第３４号　平成２６年度小野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第３５号　平成２６年度小野市下水道事業会計決算の認定について

※研修会には、各部局の部長、課長をはじめ、担当係長等にも出席を求め、実施事業等について詳細
な説明を求めた。

337億円337億円337億円337億円
◎実施した重点項目
　「子ども・子育て、教育環境の充実」
　「安全・安心な未来の創造」
　「快適で、便利な都市基盤の整備」
　「市民力による地域づくりの推進」

基　金（預金）残高　９２億３千万円
（前年度から１千万円の増加）

地方債（借金）残高　１８９億円
（前年度から１億円の増加）

実質公債費比率：７．６％ （前年度より１．５％改善）

将来負担比率：表示数値なし （－２４．８％：前年度より４．４％改善）

※税収や交付税など自治体の収入に対する借金返済費用の割合
※早期健全化基準：２５％　　財政再生基準：３５％

※基金残高は、過去最高。地方債残高の実質的
　な負担額は１８９億円のうち約４７億円。
　（１４２億円は、後年度に国から補填されるため）

※税収や交付税など自治体の収入に対する一般会計が将来負担すべき借金等負債の割合
※早期健全化基準：３５０％

平成26年度決算総額

※一般会計、特別会計及び企業会計の歳出総額

337億円



小野市議会だより

①愛知県犬山市
　議会改革の取組について

　議会改革推進委員会が平成２２年５月に設置され、
議会改革に取り組まれている。
　同委員会は、犬山市議会の過半数の議員（有志）
により組織され、「議会基本条例」をもとに議会改
革を推進。
　特徴として、活動内容が市民の方から見えるように、

「議会だより」やホームページで、原則全ての会議
録（定例会・各常任委員会、議員協議会等）を公開
しているほか、ユーストリームによる会議の生中継
や地元ケーブルテレビに定例会の様子を取材依頼し
て放映するなど、広く市民へのアピールを行っている。

〈主な改革への取組事項〉

　・政務活動費・委員会の会議録をホームページで公開
　・議会基本条例の制定
　・市民等との意見交換の場の設定・常任委員会ごとに関連団体との懇談会を実施

②愛知県一宮市
　議会改革の取組について
　一宮市議会では、「議会基本条例」を制定せず、
議会報告会、意見交換会等を実施している。また一
問一答方式の採用・反問権の付与、各種会議の会議
録の公開等に取り組む中、議会運営委員会等におい
て様々な課題が提起され、常に議会改革に取り組ん
でいる。

　この度の視察では、「議会基本条例の制定」を改
革の依拠とするか否かについて、違った取組をされ
ている市議会を訪れ、研修を実施した。取組方法は、
それぞれの市議会の考え方に基づくものであり、小
野市議会でも「１５８項目の申し合わせ事項」を基本ベースにし、随時、改革・改善を行っている。
今後もこの両市議会での取組を参考に、「開かれた議会」「信頼される議会」を目指し、改革に取り
組んでいきたい。

平成２７年７月２１日（火）～２２日（水）

議会運営委員会行政視察報告議会運営委員会行政視察報告

　議会運営委員会は、地方自治法第１０９条の規定に基づき小野市議会委員
会条例により設置され、その名称及び定数が定められています。委員会で
は、次に掲げる事項に関する調査を
行い、議案、陳情等を審査します。
１．議会の運営に関する事項
２．議会の会議規則、委員会に関する
　　条例等に関する事項
３．議長の諮問に関する事項

議会運営

委員会とは？

議会運営

委員会とは？



小野市議会だより

（１）平成２７年７月２７日（月）
　　沖縄県糸満市「子育て支援センター『ぬくぬく』について」　
　　（人口：約６万人、面積：４６．６３Ｋ㎡）

≪視察内容≫
・主な活動内容
　育児相談や訪問・育児講座等を行い、保育交流、
　保育体験、子育て広場、一時預り事業等を実施

している。
・座波保育所に併設　　平成１５年５月開設
・職員数　５人
・平成２５年度予算　　１，６１５万円
　安心こども基金事業、平成２６年度は、「保育緊急
　確保事業」により実施。

≪所　　感≫
　糸満市は、沖縄本島の最南端、那覇市から南へ１２ｋｍのところに位置しており、那覇市のベッドタ
ウンでもある。出生率は１．９９で、近年人口が微増傾向にあり子育てのための施設（保育所等）が充足
していない。しかしながら、平成３０年頃には就学前児童の減少が始まるようで、子育て施策に力を
入れ、次世代を担う若者を育てる取組に重点を置かれている。
　小野市では、待機児童はないが、市内１４園の保育所の規模の大小が顕著になってきており、小学
校の統廃合も踏まえて、幼・保・小が連携した幼児教育を考えなければならないようになってきて
いると感じた。

（２）平成２７年７月２８日（火）
　　沖縄県名護市「『名護アグリパーク』における取組について」　
　　（人口：約６万２千人、面積：２１０．３７Ｋ㎡）

≪視察内容≫
　　名護市では、農業生産額がここ２０年で約６

割に減少。農家所得の安定に向けた新しい取組
　として、「名護アグリパーク」の建設となった。
　この施設は、施設の核となる農産物等の加工に

よる高付加価値化を目指す加工研究所、「健康、
美容、長寿」を販売するアグリショップ「しま
ちゅらら」、また、来年には観光農園と地域農

　産物が食べられるレストランがオープン予定で、
　名護市の６次産業化推進の拠点施設となる。

≪所　　感≫
　この施設は、平成２４年度から市民の強い要望により「沖縄振興特別推進交付金」を活用して整備
されたもので、平成２６年３月に完成した。
　農業就業者の高齢化や後継者不足の深刻化などの課題の打開策として、６次産業化に取り組んで
いるが、当施設を利用し商品開発等が軌道に乗るまでには相当な時間と労力が必要なようで、資金
力や販売力に乏しい農業者にとっては、行政の積極的な支援は不可欠である。 
　名護市では、この施設を様々なノウハウを持つ「一般財団法人沖縄美ら島財団」（沖縄美ら海水族
館や国営沖縄記念公園、県営首里城公園を管理運営）を指定管理者として業務委託し、販路開拓に
も積極的に取り組まれており、今後の推移を注視していきたい。

（公明党）

川名善三、竹内　修

会派行政視察報告（市民クラブ・公明党）会派行政視察報告（市民クラブ・公明党）
（市民クラブ）

岡嶋正昭、山中修己、高坂純子、前田光教、小林千津子、平田真実、久後淳司



小野市議会だより

（１）平成２７年７月２８日（火）　千葉県木更津市「学校給食センターについて」　
　　（人口：約１３万３千人、面積：１３８．７３Ｋ㎡）

≪視察内容≫　この施設は、木更津市初のＰＦＩ事業（民間資金等の活用による公共施設等の整備）とし
て、平成２１年４月に稼働を開始した。中学校給食の完全実施と学校給食の水準向上を目指し、安全で
質の高い給食の安定した提供を行っている。食物アレルギーの対応は、①除去食、②詳細な献立表
による情報提供、③完全弁当の各対応で行い、代替え食での対応は実施していない。また、食物ア
レルギー対応のためのガイドラインを作成し定期的に見直しをする予定。食材は、できる限り市内
の野菜を使い地産地消を目指している。

≪所　　感≫　アレルギー対応食の代替えをしないという方法は、児童・生徒の自分の体に対する危
機意識醸成にも役立っているものと考える。また、食物アレルギーの情報把握は、栄養士が聞き取
るのではなく、保護者が記入用紙に直接記入することで、聞き逃しのリスクを軽減している。今後
の小野市の給食センター整備においては、ハード面だけではなく、食物アレルギー対応や食育など
ソフト面の取組を注視していきたい。

（２）平成２７年７月２９日（水）　千葉県南房総市「道の駅とみうら枇杷倶楽部について」　
　　（人口：約４万人、面積：２３０．２２Ｋ㎡）

≪視察内容≫　この施設は、平成５年に開設した千葉県初の道の駅
で、「道の駅グランプリ２０００」で最優秀賞を受賞した。単年度収
支は黒字、累積赤字も無く、南房総市内への地域波及効果は約２
億４千万円。

　　加工事業は、「小さくてもプライスリーダーに」を目標に、市
　場に出荷できないが希少価値のある特産の枇杷（ビワ）を加工し、
　商品開発を進め、現在約３０アイテムを開発済である。

≪所　　感≫　南房総市は、平成１８年３月に６町１村の合併により
発足した。房総半島の南西端に位置し、ビワを中心とした農業、
豊かな磯資源を活用した漁業及び海水浴等の観光業を中心として
発展してきた地域である。しかしながら、海水浴客の減少や若年
層を中心とした人口が減少しており、後継者不足が大きな課題と
なっていた。この施設を通じて、地域の資源を効果的に管理する

　ことにより、現在は、花摘み、イチゴ狩りなどの観光業も発展し、
　冬期にも観光客が訪れている。

（２）平成２７年７月２９日（木）　千葉県鴨川市「小中一貫教育について」　
　　（人口：約３万３千人、面積：１９１．３０Ｋ㎡）

≪視察内容≫　鴨川市「長狭学園」は、千葉県内初
となる統合型小中一貫校として平成２１年４月に創
　設。人口減少が進む中、より良い学校教育を目指
すため、義務教育９年間を見通した教育への転換
が有効と考えられ、地域の次代を担う活力ある子
どもの育成を目標に、前期４年、中期３年、後期
２年の９年間の学びの連続性を捉えた教育課程に
より、確かな学力と豊かな心を育んでいる。

≪所　　感≫　昭和２２年学校教育法が施行されて
　から６０年が経ち、今、新しいことを始めるのには、「子ども達のより良い教育環境を創出する」とい
う強い情熱を持って積極的に進めていかなくては実現できないと感じた。小中一貫校の最大のメリ
ットが、単に教職員数や学校数削減等の行政改革ではなく、「地域の宝」である子ども達にとって、
より良い教育環境をつくることこそ最大のメリットにならなければいけないと感じた。

加島　淳、河島三奈、富田和也会派行政視察報告（改革クラブ）会派行政視察報告（改革クラブ）
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【8月】�
１日　小野市ひまわり杯少年野球大会
４日　民生地域常任委員会研修会
５日　基地協議会近畿部会役員会・総会（滋賀県大津市）
６日　小野市珠算競技大会
７日　総務文教常任委員会研修会�  

１０日　北播衛生事務組合監査
１１日　改革クラブ研修会
１２日　総務文教常任委員会研修会
１７日　北播磨総合医療センター企業団議員総会
１８日　民生地域常任委員会研修会�
２２日～２３日　小野まつり
２４日　議会運営委員会
　〃　　市議会報編集委員会
２５日　小野加東広域事務組合議員協議会・議会
２６日　決算研修会（第１日）
２７日　決算研修会（第２日）
２８日　決算研修会（第３日）
３０日　兵庫県・播磨広域合同防災訓練
３１日　９月定例会（第１日）

【9月】�
３日　北播磨総合医療センター企業団議会�  
　〃　　北播政経懇話会（加西市）�  
４日　市民クラブ研修会�  
６日　黒川西土地区画整理組合総会�  
１２日　中学校体育祭�  
１７日　９月定例会（第２日）�  
　〃　　議会運営委員会�  
１８日　９月定例会（第３日）�  
２４日　小野加東加西環境施設事務組合議会定例会�  
２５日　総務文教常任委員会・民生地域常任委員会�  
２６日　観月茶会�  
２８日　９月定例会（第４日）�  
　〃　　議員協議会�  
　〃　　民生地域常任委員会研修会�� �  

【10月】�
１日　西脇市制10周年記念式典（西脇市）�  
３日　幼稚園運動会�  
５日　世代をつなぐ体育祭�  
　〃　　行政視察来市（愛知県犬山市）�  
６日　総務文教常任委員会研修会�  
７日　小野市都市計画審議会�  
　〃　　行政視察来市（北海道名寄市）�  

１０日　ひまわり杯サッカー大会�  
１４日　行政視察来市（福岡県那珂川町）�  
　〃　　小野市研究発表会�  
１６日　北播磨こども発達支援センター事務組合議会（加東市）�  
１６日～１７日　北はりまビジネスフェア企業大交流会�  
１７日～１８日　産業フェスティバル�  
２０日　行政視察来市（栃木県小山市）�  
２１日　保育園ふれあい運動会�  
　〃　　行政視察来市（福岡県大川市）�  
　〃　　市議会報編集委員会�  
　〃　　近畿市議会議長会研修会（尼崎市） 
２３日　行政視察来市（静岡県浜松市）�  
　〃　　小野警察署庁舎内覧会�  
２７日　行政視察来市（千葉県成田市）�  
２８日　川島隆太教授講演会�  
２９日　兵庫県議長会正副議長研修会（神戸市）  
　〃　　民生地域常任委員会研修会�
３１日　好古館特別展

◎議会の動き◎◎議会の動き◎
　12 月定例会は、次の日程で開催いたします
ので、ぜひこの機会に、議会の傍聴にお越しく
ださい。

　定例会の第 2 日（17 日）、第 3 日（18 日）は、
議員の一般質問を行います。
　一般質問では、市長から提出された議案や、
市政全般について議員が質問し、市長や部長等
が答弁します。なお、一般質問の内容は、質問
が行われる日までに市議会ホームページで公開し
ます。
　傍聴の手続きは、本会議の当日に本庁舎 5 階
の受付で傍聴者名簿に記入するだけです。なお、
傍聴席は 34 席で、先着順となります。傍聴席が
満席の場合は、第 2 委員会室（傍聴者休憩室）
でテレビでの傍聴（ライブ中継）となります。

　一般質問が行われる12月17日（木）、18日（金）
の午前中は、「託児コーナー」を開設します。就
学前のお子さまをお持ちの保護者のみなさまも
議会を傍聴していただくことができます。ご希望
の方は、12月7日（月）までに議会事務局にお申
し込みください。

　一般質問が行われる2日間は、傍聴の方が休
憩していただけるように議場の隣に傍聴者休憩
室を開設しています。セルフサービスのお茶も用
意していますので、お気軽にご利用ください。

≪市議会ＬＩＶＥ中継実施中≫　
　議会の本会議（定例会・臨時会）が行われて
いるときは、インターネットで生放送がご覧いた
だけます。また、過去に行われた本会議の録画
も同様です。いずれも小野市議会ホームページ
からご覧ください。

本会議（第1日）
本会議（第2日）
※一般質問実施
本会議（第3日）
※一般質問実施
本会議（第4日）

12月定例会日程

ＬＩＶＥ市議会中継  小野市議会 検索

◎議会の動き◎

（金）
（木）

（金）

（金）

午前10時～
午前10時～

午前10時～

午後1時30分～

11月27日
12月17日

12月18日

12月25日


